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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
７
年
の

新
春
を
迎
え
、
心
新
た
に
輝
か
し
い
新
年
の
門
出

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、
念
願
で
あ
っ
た
「
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
」「
道
の
駅
と
く
の
し
ま
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
本
町
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
日
本

一
と
な
り
ま
し
た
が
、
条
件
不
利
な
外
海
離
島
で

あ
る
こ
と
か
ら
、人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
交
流
人
口
の
拡
大
を
は
か
り
、Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
政
策
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
環
境
の
整
備
に
は
、
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
東
天
城
中
学
校
の
新
校
舎
も
完
成

し
ま
し
た
。
島
の
子
供
た
ち
が
さ
ら
に
輝
か
し
い

歴
史
を
刻
め
る
よ
う
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
、

地
域
社
会
で
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
特
に
、
今
年
は
「
医
（
医
療
）・
職
（
職
業
）・

住
（
住
居
）」
の
充
実
し
た
「
住
み
た
い
島
、
帰

り
た
い
町
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
族
一
同
健
や
か
で
、

つ
つ
が
な
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

徳
之
島
町
長　

高
岡
秀
規

謹賀新年
Happy  New  Year  2025

亀
津
護
国
神
社
に
祀
ら
れ
た
戦
没
者

の
冥
福
を
祈
る
「
徳
之
島
町
戦
没
者
慰

霊
祭
」
が
11
月
21
日
、
亀
津
高
千
穂
神

社
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
慰
霊
祭
に

は
遺
族
や
町
関
係
者
な
ど
14
人
が
参

列
。
遺
族
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
中
島
藤

雄
さ
ん
は
、「
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
を

確
立
す
る
た
め
に
一
層
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
亀
津
護

国
神
社
に
は
、
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋

戦
争
に
お
い
て
犠
牲
と
な
っ
た
、
東
天

城
村
と
亀
津
村
の
戦
没
者
、
５
９
８
柱

の
御
霊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
町
戦
没
者
慰
霊
祭
、
平
和
へ
の
思
い
新
た
に

遺族や関係者が玉串を奉納し戦没者を追悼 故田袋𠮷三氏のご息女、智恵里さんへ伝達

元
徳
之
島
町
議
会
議
員
の
故
田
袋
𠮷

三
氏
が
、
国
の
叙
勲
で
栄
え
あ
る
旭
日

單
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
昭

和
49
年
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

平
成
10
年
ま
で
の
20
年
の
長
き
に
渡
り

議
員
の
職
務
に
精
励
。
文
教
厚
生
常
任

委
員
長
や
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
等

の
要
職
を
歴
任
し
、
各
地
区
に
お
け
る

公
民
館
建
設
や
、
母
間
・
花
徳
・
轟
木

地
区
の
農
道
等
の
整
備
、
農
業
構
造
改

善
事
業
へ
の
取
り
組
み
等
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
地
方
自
治
の
伸
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
田
袋
氏
は
農
業
に

お
け
る
業
務
精
励
と
し
て
、
平
成
20
年

に
黄
綬
褒
章
も
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
町
議
会
議
員
田
袋
氏
、
国
の
叙
勲
で
旭
日
單
光
章
受
章
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素晴らしい走りを見せた亀徳チーム 第１区のスタートを切る小学生女子選手達

町
地
区
対
抗
駅
伝
、
亀
徳
チ
ー
ム
が
９
年
ぶ
り
優
勝

第
12
回
徳
之
島
町
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
が
、
11
月
17
日
、
花
徳
支
所
前

か
ら
亀
津
児
童
公
園
を
コ
ー
ス
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雨
の
中
で
の
過
酷

な
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
回
大

会
２
位
の
亀
徳
チ
ー
ム
は
、
８
区
間
中

７
区
間
で
区
間
賞
を
受
賞
す
る
素
晴
ら

し
い
走
り
を
見
せ
、
２
０
１
５
年
の
第

３
回
大
会
以
来
、
９
年
ぶ
り
に
優
勝
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

「
第
３
回
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
（
О
Ｗ
Ｓ
）
徳
之
島
大
会
」

が
11
月
10
日
、
山
漁
港
で
あ
り
ま
し
た
。

当
初
10
㌔
競
技
を
９
日
に
実
施
予
定
で

し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
に
。
翌

日
10
日
は
５
㌔
・
３
㌔
競
技
は
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
レ
ー

ス
途
中
で
雷
雲
が
確
認
さ
れ
た
た
め
緊

急
中
止
と
な
り
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が

迅
速
に
対
応
。
そ
の
後
実
施
予
定
だ
っ

た
１
㌔
競
技
も
落
雷
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
山
公
民
館
で
行
わ
れ
た
閉

会
式
で
は
、
日
本
各
地
か
ら
参
加
し
た

選
手
の
皆
さ
ん
へ
、
町
女
性
連
メ
ン

バ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
島
民
に
よ
る
お

も
て
な
し
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔

で
大
会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
回
О
Ｗ
Ｓ
徳
之
島
大
会
、
悪
天
候
で
一
部
実
施
に

緊急中止に迅速に対応したライフセーバーの皆さん

閉会式では料理や島唄で選手をおもてなし

３km 競技でスタートを切る選手達

【
チ
ー
ム
順
位
】

　

１
位
：
亀
徳
、
２
位
：
南
区

　

３
位
：
北
区
、
４
位
：
東
区

　

５
位
：
中
区
、
６
位
：
花
徳

　

７
位
：
神
嶺

【
区
間
賞
】

　
〈
１
区
：
小
学
女
子
〉

　
　
　

前
田 

珠
那
（
南
区
）

　
〈
２
区
：
中
学
女
子
〉

　
　
　

安
田 

伊
織
（
亀
徳
）

　
〈
３
区
：
高
校
男
子
〉

　
　
　

櫻
木 

楓
士
（
亀
徳
）

　
〈
４
区
：
一
般
男
子
〉

　
　
　

鈴
木 

祐
太
（
亀
徳
）

　
〈
５
区
：
一
般
女
子
〉

　
　
　

勇
元 

恵
利
香
（
亀
徳
）

　
〈
６
区
：
中
学
男
子
〉

　
　
　

川
田 

隆
心
（
亀
徳
）

　
〈
７
区
：
高
校
女
子
〉

　
　
　

名
城 

空
希
（
亀
徳
）

　
〈
８
区
：
小
学
男
子
〉

　
　
　

米
島 

獅
子
皇
（
亀
徳
）
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食と農林漁業の祭典

徳
之
島
の
夢
あ
る
農
業

　
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

【
本
部
長
賞
】

　

常
山 

煌
雅　
（
亀
津
小
）

【
徳
之
島
町
長
賞
】

　

池
畑 

海
莉
（
母
間
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

林 

樹
希
（
亀
徳
小
）

【
あ
ま
み
農
協
賞
】

　

吉
田 

希
唯
那
（
神
之
嶺
小
）

【
南
西
糖
業
㈱
賞
】

　

眞
形 

紅
覇
（
亀
徳
小
）

【
共
済
組
合
賞
】

　

秋
丸 

卓
士
（
亀
徳
小
）

【
奨
励
賞
】

　

川
畑 

星
奈
（
亀
徳
小
）

　

豊 

結
奈
（
尾
母
小
）

　

田
畑 

桜
愛
（
神
之
嶺
小
）

　

前
里 

健
介
（
神
之
嶺
小
）

　

泰
山 

芯
尚
（
母
間
小
）　
　
　
　
　
　

【
学
校
賞
】
亀
徳
小
学
校

「
徳
之
島
町
食
と
農
林
漁

業
の
祭
典
in
２
０
２
４
」

が
11
月
24
日
、
亀
津
新
漁

港
で
あ
り
ま
し
た
。
会
場

で
は
恒
例
の
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
や
漁
船
ク
ル
ー
ズ

体
験
、
木
工
制
作
体
験
な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
催
し
を
実
施
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
ゲ
ス
ト
の
「
ハ

シ
ケ
ン
」
さ
ん
、
三
味
線

ユ
ニ
ッ
ト
「
す
も
も
」
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
、
地

元
出
演
団
体
が
歌
や
ダ
ン

ス
な
ど
を
披
露
。
冒
頭
の

式
典
で
は
、
農
業
関
連
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会

【
優
秀
賞
（
若
雌
一
区
）】

　

元
田 

善
洋

奄
美
群
島
農
業
祭

【
農
業
振
興
功
労
者
表
彰
】

　

保
岡 

大
吾

奄
美
群
島
た
ん
か
ん
品
評
会

【
金
賞
（
Ｌ
階
級
の
部
）】

　

松
本 

幸
德
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「
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・
動
画

大
賞
２
０
２
４
」
の
審
査
会
公
開
収

録
が
11
月
16
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

鹿
児
島
で
あ
り
、
本
町
の
出
品
作
品

「Tokunoshim
a is m

y new
 hom

etow
n

」

が
映
像
賞
を
受
賞
。
同
賞
受
賞
は
２
年

連
続
３
回
目
で
、
４
年
連
続
の
上
位
賞

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
出
品
作

品
は
、
本
町
Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国
際
交
流
員
）

の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
リ
ナ
ル
デ
ィ
さ

ん
主
演
で
制
作
。
徳
之
島
で
過
ご
す

日
々
が
人
生
を
変
え
た
自
身
の
体
験
を

も
と
に
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
品
は
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島
放
送
で
今
年
30

回
の
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
、
４
年
連
続
上
位
賞
受
賞

町 CIR クリス主演の CM で映像賞受賞贈呈式に出席した関係者の皆さん

徳
之
島
町
史
特
別
編
「
徳
之
島
学
へ

の
い
ざ
な
い
～
と
く
の
し
ま
今
昔
～
」

の
贈
呈
式
が
12
月
５
日
、
町
役
場
で
あ

り
、
町
立
小
学
校
・
中
学
校
の
代
表
児

童
・
生
徒
と
校
長
会
会
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
同
書
籍
は
、
２
０
１
８
年
か

ら
６
年
間
を
か
け
て
編
さ
ん
さ
れ
た
徳

之
島
町
史
の
自
然
編
、
民
俗
編
、
通
史

編
（
２
巻
）
の
計
４
冊
を
も
と
に
、
小

学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
が
読
め
る
よ

う
ま
と
め
ら
れ
た
１
冊
。
令
和
７
年
度

か
ら
先
行
実
施
校
で
の
授
業
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
で
使
用
し
、
令
和
８

年
度
か
ら
全
中
学
校
で
の
授
業
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
徳
之
島
学
へ
の
い
ざ
な
い
」
発
刊
、
小
中
学
校
へ
贈
呈

「
第
38
回
徳
之
島
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）」

が
11
月
22
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。
障
が
い
者
や
福
祉
関

係
者
等
が
親
睦
を
深
め
、「
温
も
り
に

満
ち
た
う
る
お
い
の
あ
る
住
み
よ
い

町
づ
く
り
」
の
推
進
を
目
的
に
開
催
。

ワ
イ
ド
あ
け
ぼ
の
や
町
母
子
寡
婦
福

祉
会
等
の
14
の
団
体
が
参
加
し
、
パ

ン
食
い
競
争
や
玉
入
れ
、
車
い
す
リ

レ
ー
な
ど
計
15
種
目
の
競
技
を
通
じ
、

参
加
者
は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
溢
れ

る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
同
大
会
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金

の
分
配
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
向
け
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

和やかな雰囲気の中で競技を楽しんだ参加者山下氏（前列中央）へ町から感謝状を贈呈

本
町
母
間
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
画
家
、

山
下
晴
道
氏
よ
り
、
町
へ
作
品
２
点
の

寄
贈
が
あ
り
、
12
月
10
日
、
役
場
玄

関
ホ
ー
ル
で
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま

し
た
。
山
下
氏
は
母
親
の
澄
惠
さ
ん
が

母
間
出
身
。
自
身
も
小
学
３
年
か
ら
６

年
ま
で
を
母
間
小
学
校
で
学
び
、
絵
を

志
し
武
蔵
野
美
術
大
の
油
絵
学
科
を
卒

業
。
こ
れ
ま
で
南
日
本
美
術
展
で
２
度

の
最
高
賞
受
賞
や
、独
立
展
最
高
賞
「
独

立
賞
」
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
活
躍
さ
れ
、

現
在
は
美
術
教
諭
と
し
て
県
立
川
内
高

校
に
勤
務
。
子
ど
も
達
の
未
来
を
願
っ

て
制
作
さ
れ
た
２
点
の
作
品
は
、
役
場

玄
関
ホ
ー
ル
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

本
町
母
間
ル
ー
ツ
の
画
家
山
下
晴せ

い

ど

う道
氏
、
町
へ
作
品
寄
贈
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徳
之
島
町
公
式Instagram

・Facebook

か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

町
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
２
０
２
４
年
振
り
返
り
企
画
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～徳田虎雄氏を偲ぶ会～

１
９
３
８
年
（
０
歳
）　

１
９
４
０
年
（
２
歳
）　

 

１
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　徳洲会グループ創設者で医療法人徳洲会名誉理事長の徳田虎雄氏が令和 6 年 7 月 10 日に逝去され、
令和 6 年 11 月 12 日、『徳田虎雄氏を偲ぶ会』（主催：徳田虎雄氏を偲ぶ会実行委員会）を町文化会館
にて執り行いました。徳之島町名誉町民である氏の生前の多大なるご功績に深く感謝し、心よりご冥福
をお祈り申し上げます。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2025 年 1 月号

提出期限は令和 7 年１月 31 日（金）です

償却資産に関する申告書等について
税務課 償却資産担当　☎ 0997-82-1117問

償却資産を所有されている方は、令和７年１月１日現在の償却資産状況を、同年１月 31日（金）
までに申告していただくこととなっています。税務課、花徳支所へご提出ください。

●申告が必要な方＝令和７年１月１日現在、事業を行っている法人や個人のうち、事業のために用
いる資産を徳之島町に有している方。( 償却資産の例：工場の機械類、その他建築設備、商店や事
務所の備品類、アパート ･ 貸店舗の附帯設備、駐車場等を所有している方、大型農機具、漁船等 )

※これ以外の事業資産も償却資産となります。なお、事業者は償却資産の有無にかかわらず、申告
書は必ず提出して下さい。

●申告書について＝償却資産の申告書は 12 月下旬に発送しています。お手元に申告書が届かない
場合は、お手数ですが償却資産担当まで申告書の送付をお申し付けください。

●提出期限＝令和 7 年１月 31 日（金）

【注意事項】
●資産の増減がない場合でも必ず申告書を提出していただきますようお願いします。
●廃業・解散・転出等についてもその旨を備考欄に記入して申告してください。
●正当な理由がなく申告をしなかった場合には、地方税法第 386 条及び徳之島町税条例第 75 条

の規定により過料を科せられることがあります。
●虚偽の申告をした場合は、地方税法第 385 条の規定により罰則を科せられることがあります。
●申告漏れ等の償却資産につきましては、申告していただいた現年度だけでなく、資産を取得さ

れた年度の翌年度まで遡及して課税することになります。（最大５年を限度とし随時期で納付し
ていだきます。）

●課税の公平・公正性の確保を図るため、実施調査を行っています。また、申告内容に疑義があ
る場合や未申告の場合などは、電話・文書等で調査を行うことがあります。ご理解とご協力を
よろしくお願いします。

徳之島町のばれいしょ農家の皆様を対象に、ドローンでの薬
剤散布防除作業の補助を実施します。農林水産課で補助チケッ
トを発行いたします。ご希望の方は農林水産課までお越しくだ
さい。また、散布計画面積に達し次第受付終了となりますので、
あらかじめご了承ください。

●補助対象＝徳之島町内のばれいしょ農家
●補助率＝散布費の 1/2 以内（1,500 円 /10a 以内）
●計画面積＝ 30 ヘクタール（※計画面積に達し次第受付終了となります）
●申込期限＝令和７年３月 31日（月）まで

ばれいしょ農家の皆様へ

ドローンでの薬剤防除補助事業について
農林水産課　☎ 0997-82-1150問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2025 年 1 月号

●税務課・花徳支所での町県民税申
告の受付期間＝令和７年２月 13 日

（木）～令和７年３月 17 日（月）〔※
土曜日、日曜日、祝日除く〕８：30
～ 17：00

※町県民税の申告は、役場・花徳支
所の混雑を避けるため、なるべく各
集落の公民館での申告をお願いしま
す。

●町県民税申告が必要な人＝令和７年
１月１日現在で徳之島町に住民登録
があり、年末調整や確定申告をして
いない方は、前年中の収入の有無に
かかわらず申告の必要があります。

（生活保護受給者も含む）

●町県民税申告に必要なもの
・身元の確認できるもの（運転免許

証、マイナンバーカード等）
・給与・年金等の源泉徴収票（原本）
・事業所得者（農業・営業等）およ

び不動産所得者は、収支内訳書（帳
簿・領収書等、販売実績証明書等）

・各種保険料の支払証明書（生命保
険・個人年金・地震保険・国民年
金等）

・障害者手帳等

●混雑防止のため下記の事項をお守り
ください
・農業、営業、不動産所得者は事前

に収入と必要経費を科目ごとに集
計をお願いします。

・収支内訳書を作成できる場合は収
支内訳書をご持参ください。

個人の町民税・県民税は、前年の所得に対し、その翌年に課税されます。税額は町が計算し納税
者に通知し、適正な課税を行うため、納税者ご本人が町県民税の申告書を提出していただくことと
なっています。 （※所得税の確定申告をした方は、改めて町県民税の申告は必要ありません。）

混雑を避けるため、なるべく各集落の公民館での申告をお願いします

令和７年度 町県民税申告について
税務課 住民税係　☎ 0997-82-1117問

集落名 日にち 時　間 会　場

大原 1 ２月３日（月） 9:30 ～ 10:00 大原 1団地集会場

尾母 ２月３日（月）10:30 ～ 11:30 尾母公民館

中区 ２月３日（月）13:30 ～ 14:30 中区公民館

東区 ２月３日（月）15:00 ～ 15:30 東区公民館

徳和瀬 ２月４日（火） 9:00 ～ 10:00 老人憩いの家

諸田 ２月４日（火）10:30 ～ 11:30 諸田公民館

井之川 ２月４日（火）14:30 ～ 15:30 井之川公民館

下久志 ２月５日（水） 9:30 ～ 10:30 下久志青年会館

旭ヶ丘 ２月５日（水）11:00 ～ 11:30 旭ヶ丘公民館

南区 ２月５日（水）13:30 ～ 14:30 南区公民館

北区 ２月５日（水）15:00 ～ 16:00 北区公民館

亀徳 ２月５日（水）15:00 ～ 16:00 亀徳振興センター

新村 ２月 6日（木） 9:00 ～　9:30 新村青年会館

上花徳 ２月 6日（木）10:00 ～ 12:00 農業研修館

花時名 ２月 6日（木）13:30 ～ 15:30 花時名公民館

前川 ２月７日（金） 9:00 ～ 10:00 花徳生活館

大当 ２月７日（金）10:30 ～ 12:00 大当生活館

港川・内千川２月７日（金）13:30 ～ 14:30 山コミュニティセンター

反川 ２月10日（月）10:00 ～ 11:30 反川公民館

轟木 ２月10日（月）13:00 ～ 14:00 轟木地区へき地保健福祉館

山里 ２月10日（月）14:30 ～ 15:30 山里公民館

手々 ２月12日（水） 9:00 ～ 10:00 手々へき地保健福祉館

金見 ２月12日（水）10:30 ～ 11:30 金見農業研修館

池間 ２月12日（水）13:30 ～ 15:00 いこいの家

《各集落での町県民税申告相談会日時》
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2025 年 1 月号

●税務課・花徳支所での確定申告の受付期間
　令和７年 2 月 17 日（月）～令和７年３月 17 日（月）〔土・日・祝日除く〕８：30 ～ 17：00
　※この期間を過ぎますと、税務課・花徳支所での確定申告の受付はできません。

●確定申告が必要な人
・事業所得 ( 営業・農業 )、不動産所得、配当所得、公的年金以外の雑所得、総合譲渡、一時所得等

の各種所得がある方で、各種所得の合計額より所得控除の方が少ない（所得税が課税される）方
・給与所得や退職所得を除く所得の合計が 20 万円を超える方
・2 か所以上で給与がある方
・公的年金等の収入が 400 万円を超える方
・公的年金等に係る雑所得以外の各種所得の合計額が 20 万円を超える方
・免税所得のある方
・ふるさと納税（ワンストップ特例以外）や医療費控除を適用される方（※領収書等を集計した

明細書をご持参ください）

（注釈）
※青色申告の方、土地・建物の譲渡所得、株式等の譲渡所得、上場株式などの配当所得、先物取引

の雑所得、山林所得がある方は、役場窓口で対応できません。また、贈与税と消費税の確定申告
についても、対応できませんのでご自身で申告いただくことになります。ご自身での申告が難し
い場合は、下記に掲載しております、確定申告相談会をご利用ください。

※申告の際に必要となる書類は事前にご準備ください。必要書類の詳細につきましては、大島税務
署（☎ 0997-52-4321）にご確認ください。

ご自身での申告が難しい場合は大島税務署の確定申告相談会をご利用ください

令和６年分確定申告について
税務課 住民税係　☎ 0997-82-1117問

申告相談会場では、ご自身のスマホを利用し、「確定申告書等作成コーナー」を利用した申
告書等を作成、ｅ－Ｔａｘによる送信（提出）する指導を行っていますので、スマホをお持
ちの方はご用意ください。また、ｅ－Ｔａｘ送信の際にはマイナンバーカードを使用します
ので、ご持参の上、ご来場いただきますようお願いします。

＜パスワードの事前確認＞
ｅ－Ｔａｘ送信に当たっては、マイナンバーカードの発行時に設定した２種類のパスワード
も必要です！
①利用者証明用電子証明書のパスワード（数字４桁）
②署名用電子証明書のパスワード（英数字６～１６文字）
③マイナンバーカードで設定できる暗証番号のうち、コンビニでの証明書交付サービスなど
　で使用する数字４桁の暗証番号の再設定はできません。お住まいの市町村窓口にてお手続
　きをお願いします。

日時：令和 7 年 3 月 6 日（木）９：00 ～ 16：00、3 月 7 日 （金）９：00 ～ 14：00
場所：天城町防災センター

【大島税務署から確定申告相談会のお知らせ】



– 12 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2025 年 1 月号

徳之島町では、看護職員等養成施設に在学する者で、将来本町において看護職員等としてその業

務に従事しようとする者に対し、修学資金を貸与します。

●対象＝保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、介護福祉士、歯科衛生士、

　　　　言語聴覚士、あん摩マッサージ師、鍼灸師、柔道整復師

●貸与金額及び期間＝月額５万円　正規の修学期間

●修学資金の返還義務
　卒業後速やかに町内の保健医療福祉施設等において看護職員等として従事しない場合、もし

くは、一定期間、町外の保健医療福祉施設で研修を行った後に、町内の保健医療福祉施設で５

年間勤務をしない場合、貸与を受けた期間に相当する期間内に償還（無利子）

●必要書類
①申請書     ②誓約書     ③看護職員等養成施設の「在学証明書」または「入学許可書」

④最終学校の卒業時における「学業成績表」

⑤親権者の「所得証明書」「納税証明書」

⑥連帯保証人の「所得証明書」「納税証明書」　「印鑑証明書」　　　　　　　　　　　　　　

●選考方法＝申請書の受付は令和７年３月 31 日必着。随時面接、書類選考のうえ５月下旬に決定。

　※申請書の配布は、令和７年１月６日から介護福祉課で行います。

●選考人数＝若干名

徳之島町が貸与します

令和７年度 徳之島町看護職員等修学資金について
介護福祉課　☎ 0997-82-1115問

徳之島町では、保育士等養成施設に在学する者で、将来本町において保育士等としてその業務に

従事しようとする者に対し修学資金を貸与します。

●対象＝保育士、幼稚園教諭　　　

●貸与金額及び期間＝月額５万円　正規の修学期間

●修学資金の返還義務
卒業後速やかに町内の児童福祉施設等において保育士等として従事しない場合、もしくは、

一定期間町外の児童福祉施設で研修を行った後に、町内の児童福祉施設で５年間勤務をしない

場合、貸与を受けた期間に相当する期間内に償還（無利子）

●必要書類
①申請書     ②誓約書     ③保育士等養成施設の「在学証明書」または「入学許可書」

④最終学校の卒業時における「学業成績表」

⑤親権者の「所得証明書」「納税証明書」

⑥連帯保証人の「所得証明書」「納税証明書」「印鑑証明書」　　　　　　　　　　　　　

●選考方法＝申請書の受付は令和７年３月 31 日必着。随時面接、書類選考のうえ５月下旬に決定。

　※申請書の配布は、令和７年１月６日から介護福祉課で行います。

●選考人数＝若干名

将来保育士として徳之島町で働きたい方へ

令和７年度 徳之島町保育士等修学資金について
介護福祉課　☎ 0997-82-1115問
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医学を専攻する方へ

徳之島町医学修学資金の貸与について
健康増進課　☎ 0997-82-1116問

休館日や講演会開催について

郷土資料館からのお知らせ
郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

【開館時間】午前 9 時～午後 5 時　

（入館は午後 4 時 30 分まで）　

【入館料】無料

～休館日等のお知らせ～

～郷土資料館からのお願い～
○ご家庭にある古い記録等（日記、帳簿、手紙、写真）について、貴重な資料かどうかお調べ
になりたい方は町郷土資料館までご連絡ください。

○倉庫や押し入れを掃除した際に、銃砲刀剣（刀、槍、火縄銃、拳銃など）を発見した場合は、
徳之島警察署または鹿児島県教育庁文化財課 ( ☎ 099-286-5355) へご相談ください。

○アマミノクロウサギやオカヤドカリなどの天然記念物が棲息する場所で、道路や建築物など
を作ったり、調査研究を行う場合などは、文化財保護法および県文化財保護条例により事前
に現状変更許可申請が必要になることがあります。工事や調査の予定がある場合は、事前に
県文化財課又は町郷土資料館までご確認ください。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。

休
館
日

１月 １日（水）～６日（月）、14 日（火）、20 日（月）、27 日（月）

２月 ３日（月）、10 日（月）、17 日（月）、25 日（火）

３月 ３日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）、31 日（月）

徳之島町では、大学において医学を専攻し、将来町内で開業または医療
機関に勤務しようとする方に対し、修学資金を貸与します。
対象者は、本籍地が徳之島町にある等の要件があります。詳しくは健康
増進課へお問い合わせください。

～朱
しゅうるしさんすいじんぶつはくえまるびつ

漆山水人物箔絵丸櫃の修復からわかったこと～

●日時＝令和 7 年 1 月 25 日 ( 土 )14：20〔開場 14：00〕

●場所＝町生涯学習センター 2 階多目的ホール

詳細は、町公式ウェブサイトなどでご確認いただくか、郷土資料
館へお問い合わせください。

修復された丸櫃

【講演会】見て、聞いて、ふれてみる文化財の修復
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～皆さまのお越しをお待ちしております～

【展示発表】 ９ ： 00 ～１７ ： ００

生涯学習フェア

お問い合わせ：生涯学習センター☎ 0997-82-1309

令和７年１月 19 日（日）徳之島町生涯学習センター

令和 6年度

【開会行事】 １４ ： ３０～１５ ： ００

【舞台発表】 １５ ： １５～１７ ： ００

【特別発表】 １５ ： 00 ～１5 ： 15

演題「おぼらだれん」徳之島町ＣＩＲ（国際交流員）
クリストファー・リナルディ

第 63 回外国人による日本語弁論大会
外務大臣賞・会場審査員賞受賞

〇公民館講座受講生作品展示

〇青少年育成町民会議絵画コンクール表彰

〇公民館講座受講生舞台発表

生涯学習県民大学講座（オンライン開催）

いつまでも若々しく活力ある日々のために

令和７年２月１日（土）13:30 ～ 15:00 町生涯学習センター
～健康寿命を延ばす生活習慣～

高齢者を対象とした健康づくりや介護予防のための運動
の効果や実践方法についてお話しします。また、講義のほ
かに簡単に実践できる運動を紹介し、楽しくみんなで運動
を行います。（※運動のできる服装でご参加ください。）

お問い合わせ・お申込み：社会教育課　☎ 0997-82-2904

【主催】かごしま県民大学中央センター
　　　  ・徳之島町教育委員会

日　　程 団 体 名
1 月 29 日～ 2 月 9 日 SG ホールディングス女子ソフトボール部

2 月 11 日～ 2 月 20 日 上武大学硬式野球部
2 月 21 日～ 2 月 24 日 愛知工業大学名電高等学校硬式野球部
2 月 27 日～ 3 月 18 日 T ＤＫ硬式野球部

合宿期間中は総合運動
公園の施設利用を一部制
限します。利用者の皆様
には大変ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協
力をお願いいたします。

スポーツ団体合宿日程のお知らせ（町総合運動公園野球場）
球場等での選手への温かいご声援をお願いいたします。

徳之島町

　　  　【講 師】

元鹿児島純心女子大学

 教授　根建 洋子 氏
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令和７年度 鹿児島県営住宅空き家待ち順位登録募集案内
【物件】県営徳之島団地・県営ベルメール徳之島団地
【申込書の配布・受付】令和７年２月３日（月）
　　　　　　　　　　　～２月 28 日（金）午前９時から午後５時まで ※土日祝祭日を除く

【抽選日時・会場】令和７年３月５日（水）午前 10 時～ 大島支庁徳之島事務所 小会議室

問

大島支庁徳之島事務所総務課
☎ 0997-82-1333

建築をする際の手続きが改正されます！
令和７年４月１日以降に建築に着工する場合・・・

詳細については、県の地域振興局又は建築場所の市町村へお問い合わせください。 国土交通省 HP

①町内どこでも階数２以上または延べ面積 200㎡超（※１）の建
築をする場合、建築物の申請手続き（※２）が必要となります。

　※ 1：都市計画区域外の木造の場合でも必要となります。
　※ 2：建築基準法に基づく建築確認申請手続き

②原則全ての新築建築物（増改築の場合は増改築部分のみ）を省エネ基準へ適合
させる必要があります。（断熱材の施工／断熱性の高い窓／高効率の設備機器 等）

従事者届出に関する問い合わせ及び提出先（※徳之島島内で調理業務に従事している方）
〒 891-7101　大島郡徳之島町亀津 4943-2 　徳之島保健所

　TEL 0997-82-0149　FAX 0997-83-2535

【届出が必要な方】調理師免許を持っている方で、令和 6 年 12 月 31 日現在において、鹿児島
県内の寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、介護老人保健施設、矯正施設、飲食店、
その他多人数に飲食物を提供している施設、魚介類販売業、そうざい製造業等で調理業務に
従事している方です。
※令和 6 年 12 月 31 日現在、調理業務に従事していない方は届出の必要はありません。

【届出の方法】令和 7年 1月 15 日（水）までに、次の 1 又は 2 により届け出てください。
　可能な限り、大変便利な「電子申請」による届出をお願いします。
　１．電子申請による届出
　　以下の URL または右記 QR コードから届け出てください。
　　https://shinsei.pref.kagoshima.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=tHXSLuw2

　２．届出用紙（紙媒体）による提出（郵送・FAX・持参）　※電子申請が難しい方のみ
　　届出用紙に令和 6 年 12 月 31 日現在の状況を記入して、就業地の市町村を管轄する保健

所等へ提出してください。届出用紙は県庁ホームページからダウンロードするか、県庁健康
増進課又は各保健所にて配布しています。提出方法は郵送・FAX・持参のいずれでも結構です。
持参の場合は、土日祝日・年末年始を除く午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分までとなります。

調理師の皆様、従事者届の提出はお済みですか？令和６年度は
届出の年です

大島支庁徳之島事務所建設課☎ 0997-82-1251　徳之島町役場建設課☎ 0997-82-1155
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手々小・中でソフトバンク・名桜大学によるプログラミング教育授業
教
育
委
員
会
だ
よ
り

社
会
教
育
課　

☎
０
９
９
７—

８
２—

２
９
０
４

学
校
教
育
課　

☎
０
９
９
７—

８
２—

１
３
０
８

問問
亀津中で沖縄科学技術大学院大学（OIST）と連携し特別授業

世
界
最
高
水
準

の
教
育
研
究
を
行

う
「
沖
縄
科
学
技

術
大
学
院
大
学（
О

Ｉ
Ｓ
Ｔ
）」
と
連
携

し
た
出
前
授
業
を

11
月
25
日
、
亀
津

中
学
校
の
２
年
生

を
対
象
に
、
同
校
体
育
館
で
実
施
し
ま
し
た
。

「
気
候
変
動
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
海
で
は
ど

ん
な
こ
と
が
起
こ
る
だ
ろ
う
？
」
と
題
し
、
同

大
学
技
術
員
の
河
合
絵
理
奈
氏
、
博
士
課
程
学

生
の
大
島
ア
イ
シ
ェ
遥
氏
が
、
生
徒
も
参
加
す

る
水
質
実
験
を
交
え
講
演
。

生
徒
は
、
海

洋
気
候
変
動
研

究
の
歴
史
や
現

在
の
状
況
、
研

究
者
の
仕
事
や

そ
の
や
り
が
い

に
つ
い
て
学

び
、
自
身
の
未

来
を
思
い
描
く

職
業
観
を
養
い

ま
し
た
。

青少年育成町民会議講演会、子どもの
ネットリスク教育研究会副代表招き講演

加 多美子さんへ県図書館
協会奄美支部より感謝状

徳
之
島
町
立
図
書
館

元
職
員
の
加
多
美
子

さ
ん
へ
、
鹿
児
島
県

図
書
館
協
会
奄
美
支

部
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
11
月
19
日
、

教
育
長
室
で
伝
達
式

を
行
い
ま
し
た
。
町
立

図
書
館
へ
の
長
年
の

ご
尽
力
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
リ
ス
ク
教
育
研
究
会
副
代
表

兼
参
与
の
戸と

だ
か
な
り
と

髙
成
人
氏
を
講
師
に
迎
え
、
12
月
５

日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
青
少
年
育
成
町

民
会
議
講
演
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
演
は
「
健
康
被
害
と
メ
デ
ィ
ア
の
危
険
な
関

係
」
と
題
し
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
ス
マ
ホ
や
ネ
ッ

ト
環
境
に
接
し
て
い
る
、
現
代
の
子
ど
も
達
に
起

き
て
い
る
様
々
な
健
康
被
害
を
、
最
新
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
紹
介
。

参
加
者
は
、
電
子
メ

デ
ィ
ア
機
器
は
使
い
方

を
誤
る
と
子
ど
も
達
に

大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
や
、
リ
ス
ク
を

理
解
し
た
う
え
で
機
器

を
正
し
く
使
う
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱
と
名
桜
大
学
（
沖
縄
県
名

護
市
）
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
授
業
を

11
月
11
日
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、手
々
小
・

中
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

名
桜
大
学
の
学
生
が
講
師
を
務
め
、
児
童
・

生
徒
は
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
（
ペ
ッ

パ
ー
）
へ
の
４
択
ク
イ
ズ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
挑
戦
。
物
事
の
動
作
や
順
序
を
理
解
し
、
論

理
的
に
考
え
て
意
図
し
た
結
果
を
導
く
「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
」
を
学
び
ま
し
た
。

授
業
の
最
後
に
は
、
手
々
小
児
童
の
「
わ
れ

ん
き
ゃ
ガ
イ
ド
」
が
、
名
桜
大
学
の
学
生
の
た

め
に
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
。
徳
之
島
や
地
元
手
々
集
落
を
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
紹
介
し
ま
し
た
。
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全
域
の
行
政
を
担
っ
て
い
た
島
役
人
が

「
与よ
ひ
と人
」
で
す
。

与
人
は
、
鹿
児
島
や
琉
球
な
ど
へ
赴

く
業
務
も
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
薩
摩

藩
の
慶
事
の
お
祝
い
の
た
め
に
赴
く
際

に
は
「
上
国
与
人
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の

間
に
記
し
た
の
が
「
上
国
日
記
」
で
す
。

〔
勇ゆ
き
お
う

喜
應
上
国
日
記
〕

東
間
切
の
亀
津
噯
の
与
人
で
あ
る
勇

喜
應
が
、
朝
廷
の
正
四
位
上
に
叙
さ
れ

た
鹿
児
島
藩
主
島
津
斉な
り
お
き興

の
慶
事
に
よ

る
御
祝
儀
の
た
め
に
上
国
し
た
、
天
保

12
年
（
１
８
４
１
年
）
４
月
か
ら
翌
年

１
月
ま
で
の
記
録
で
す
。

文
書
は
７
月
23
日
付
で
、「
調
所
笑
左

衛
門
様
が
（
上
方
）
か
ら
御
下
着
（
御

帰
り
）
に
な
っ
た
の
で
、例
式
に
な
ら
っ

て
（
上
国
に
付
き
私
共
が
鹿
児
島
に
）

着
い
た
お
届
け
を
ど
う
す
る
か
指
図
し

て
ほ
し
い
と
役
人
に
申
し
出
て
置
い
た

が
、
問
屋
を
仲
介
役
と
し
て
お
届
け
は

必
要
な
い
」
と
の
返
事
が
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
、「
無
事
に
着
い
た
お
祝
い
と
し

て
献
上
品
を
差
し
上
げ
た
い
と
申
し
上

げ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
差
し
支
え
な
い

と
の
こ
と
な
の
で
、
ご
祝
儀
に
伺
う
こ

と
に
し
た
」
と
い
う
内
容
で
す
。
翌
日

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

郷
土
資
料
館
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治

初
め
に
島
役
人
で
あ
る
与よ
ひ
と人
が
記
し
た

上
国
日
記
を
複
数
保
管
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、
島
役
人
が
薩
摩

藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
官
な
ど
の
役
人

の
下
で
ど
の
よ
う
に
行
政
運
営
を
し
て

い
た
か
、
鹿
児
島
で
の
人
々
と
の
交
流

や
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
伺
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〔
上
国
日
記
と
は
〕

江
戸
時
代
の
徳
之
島
は
、
東
間

切
、
面
縄
間
切
、
西
目
間
切
の
三
つ

の
「
間ま
ぎ
り切
」
に
分
け
ら
れ
、
現
在
の
３

町
に
近
い
行
政
区
分
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
各
間
切
内
に
は
二
つ
の
「
噯
あ
つ
か
い」
が

置
か
れ
、
現
在
の
集
落
に
当
た
る
複
数

の
村
を
治
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
噯

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

古
文
書
か
ら
ひ
も
解
く

　

島
の
歴
史 

～
上
国
日
記
～

に
は
、
同
様
に
上
国
し
て
い
た
喜
界
島

の
与
人
と
話
し
合
い
、
献
上
品
と
し
て

砂
糖
樽
と
御
酒
（
焼
酎
）
を
上
納
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

与
人
に
と
っ
て
栄
誉
で
あ
る
上
国
と

い
う
機
会
を
生
か
し
、
藩
主
の
命
を
受

け
て
藩
財
政
改
革
の
先
頭
に
立
っ
て
い

た
調
所
笑
左
衛
門
（
広
郷
）
へ
届
け
物

を
し
て
面
識
を
持
つ
な
ど
、
勇
喜
應
の

政
治
家
と
し
て
の
側
面
を
伺
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

上
国
日
記
か
ら
は
、
藩
主
へ
の
献
上

品
は
も
ち
ろ
ん
、
藩
内
の
実
力
者
へ
近

づ
く
た
め
の
品
を
用
意
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、島
民
に
と
っ

て
は
例
年
の
上
納
に
付
加
さ
れ
る
新
た

な
負
担
と
な
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
島
が
台
風
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
と
の
報
を
受
け
藩
庁
へ
米
を
配
当

す
る
よ
う
願
い
出
た
こ
と
や
、
他
島
の

与
人
と
の
交
流
に
よ
る
情
報
収
集
に
努

め
て
い
た
こ
と
、
同
伴
し
た
子
弟
へ
の

教
育
の
場
を
設
け
た
こ
と
な
ど
が
記
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
様
子
を
知
る
上
で

貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

  【
郷
土
資
料
館
長 　

遠
藤  

智
】

徳之島町役場農林水産課　☎ 0997-82-1150
大島支庁農政普及課　☎ 0997-57-7333
鹿児島県農政部農政課かごしまの食輸出・ブランド戦略室　☎ 099-286-3095

「食品表示制度に関する講習会」 参加者募集「食品表示制度に関する講習会」 参加者募集

【日時】 令和７年２月５日 ( 水 )【日時】 令和７年２月５日 ( 水 )

　　　　　13 ： 30 ～ 15 ： 30　　　　　13 ： 30 ～ 15 ： 30

【場所】 徳之島町役場４階会議室【場所】 徳之島町役場４階会議室

天保 12 年 7 月 23 日付の勇喜應上国日記

食品関連事業に従事して
いる方や、食品表示に興味
のある方など、皆様奮って
ご参加ください。【

問
合
せ
】
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『体を温めるしょうがレシピ』

川嶋 朗・谷島 せい子 / 著〔一般書〕

免疫力アップ、血液サラサラ、血
中コレステロールの低下促進、解
毒作用など、実に多様な効果のあ
るしょうが。スープやごはん、お
かず、おかし、飲み物、食べる以
外での効果的な活用方などを、65

品の簡単レシピとともに紹介しています。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『その怪異はまだ読まれていません』

まくるめ / 著〔小説〕

「ワニみたいな生き物」がいるとい
う通報、見えない何者かに付け回
され嚙まれている女性、放課後の
理科準備室で発見したつきのうら
がわのほん、コックリさんが流行っ
たとある学校…。X で注目を浴び
る作家の初ホラー小説。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『追跡・鹿児島県警闇を暴け！』

ニュースサイトハンター / 編〔一般書〕

2024 年 6 月、鹿児島県警は 2 件の
内部告発により、底なしの闇の組
織としてその名を全国に知らしめ
た。県警本部長の隠蔽疑惑、内部
告発者の逮捕、報道機関への強制
捜査の全容をニュースサイト『ハ
ンター』が解明する。

の図書館展示

・ 本の福袋　 ・ 干支　 ・ 十二支

１月

《１月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ５日（日）　、 28 日（火）
　【花徳支所】 10 日（金）、21 日（火）

『おはよう』

及川 賢治 / 作〔絵本〕

夜、おとうさんが、読みかけの絵
本を手にもったまま、ぼくのベッ
ドで寝てしまった。眠れないぼく
の前に現れたのは…おとうさんの
鼻 !? おやすみ前の読み聞かせにも
ぴったりな、ユーモラスな絵本。

☆職員おすすめ本☆　    

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

お知らせ

○おはなしの時間

　0 歳～　　1/ 5（日）午後 2 時 30 分～

　3 歳～　　1/ 11、1/ 25（土）午後 2 時 30 分～

○イベント

　　新春 むーるし あしばで～ （みんなで遊ぼう～）

　　笑 ・ 笑 （わら ・ わら） 徳之島　島口かるた大会

　　日時：1/6（月）午後２時～

　　場所 ： 生涯学習センター 2 階　ホール

　※事前のお申し込みは不要です。

　※ 1 月 6 日の図書館開館時間は、 島口かるた大会

　　　開催のため午前９時 30 分～正午までです。

　※われんきゃポイント ・ 高齢者元気アップポイント対象

　　　イベントです。

ご紹介

町立図書館に 2017 年より 2024 年現在まで、 約

950 冊 （約 170 万円分）

の本を寄贈いただき、 図

書館に対する功労者とし

て鹿児島県図書館協会

より表彰されました。

寄贈本は、 図書館の

「行和也氏寄贈本コー

ナー」でご紹介しています。

皆様ぜひご覧ください。

行和也氏（徳之島町下久志出身　埼玉県在住）



– 19 – 広報 徳之島 2025 年 1 月号
徳之島町保健センター　☎ 0997-83-3121

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
１
月
27
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
１
月
16
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
が　

あ
る
な
ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

～
赤
ち
ゃ
ん
の
『
栄
養
』
と
『
歯
育
て
』
は

　　

妊
娠
期
か
ら
～

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事

・
マ
マ
の
お
口
の
ケ
ア
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
育
て

（
簡
単
な
調
理
体
験
や
試
食
も
予
定
し
て
い
ま
す
）

歯
の
健
康
標
語
表
彰

毎
年
６
月
の
「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」
に
、
町
内
の
小
中
学

生
よ
り
歯
の
健
康
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
67
作
品
の
中
か
ら
、

亀
徳
小
学
校
５
年
生
の
川
畑 

星

奈
さ
ん
の
標
語
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、
11
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
「
食
と
農
林
漁
業
の
祭
典
」

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

努
力
し
て

 

み
が
け
ば
光
る

　
　
　

歯
と
自
分

令
和
６
年
度 

歯
の
健
康
標
語
最
優
秀
賞

　

亀
徳
小
学
校
５
年

　

川
畑 

星
奈 

80 歳以上の方で、自分の歯を 20 本以上保持している方を対象に、鹿児島県歯科医
師会、大島郡歯科医師会、徳之島町より表彰を行ない、今年度は 9 名の方が各地区の
敬老会等で表彰されました。

（※ 8020 表彰は地域の歯科医師からの推薦が必要です。80 歳以上の方で 20 本以上
　の歯を保持し、過去に表彰されたことがない方は、歯科検診の受診をお願いします。）

８０２０達成 おめでとう！８０２０達成 おめでとう！

石原 勝さん
（85 歳）亀津
歯の本数 25 本

梅山 弘美さん
（81 歳）亀津
歯の本数 23 本

清 嘉夫さん
（82 歳）亀津
歯の本数 24 本

幸多 米子さん
（83 歳）亀津
歯の本数 21 本

歯っぴいレンジャー

新元 隆さん
（81 歳）井之川
歯の本数 26 本

久野 節子さん
（80 歳）母間
歯の本数 20 本

福田 安子さん
（80 歳）亀津
歯の本数 25 本

政岡 慶二郎さん
（82 歳）山
歯の本数 30 本

加
島 

晃
さ
ん
（
80
歳
）

 

井
之
川 

歯
の
本
数
31
本
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◇
11
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

前
田
ナ
ル
ミ
　
60
　
　
山
　

前
田
　
サ
キ
　
96
　
母
　
間

藤
崎
　
チ
エ
　
96
　
花
　
徳

勇
田
　
隆
　
　
79
　
亀
　
徳

永
濵
　
全
代
　
93
　
亀
　
津

木
場
　
寛
　
　
85
　
亀
　
徳

眞
形
　
健
一
　
89
　
亀
　
徳

長
野
　
テ
ル
　
103
　
母
　
間

岸
岡
　
満
義
　
76
　
亀
　
津

久
林
　
市
　
　
92
　
下
久
志

瀬
崎
　
進
也
　
47
　
下
久
志

池
田
　
増
夫
　
94
　
母
　
間

村
上
　
正
子
　
78
　
亀
　
津

町
田
　
育
仁
　
18
　
亀
　
津

深
川
　
一
　
　
85
　
尾
　
母

芝
　
　
キ
ヨ
　
93
　
花
　
徳

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

保
　

ひ

　

さ

　
き

日
彩
　
（
健
　
一

涼
　
枝
） 

亀
　
徳

太
利

れ

　

ね

　

あ

恋
音
杏
（
優
　
人

恋
　
紋
） 

花
　
徳

安
田
　

み

ゆ

う

美
裕
（
大
　
志

小
　
鈴
） 

亀
　
徳

武
　
　

つ

む

ぎ

紬
希
（
真
　
琴

美
　
空
） 

亀
　
津

折
田
　

あ

お

と

蒼
斗
（
卓
　
斗

美
　
咲
） 

亀
　
津

本
田
　

ひ

い

ろ

陽
彩
（
　
悟
　

瑠
　
美
） 

亀
　
津

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞ 2

人口 　9,431 人

 男 4,649 人

 女 4,782 人

世帯数 4,531 戸

　

（-10）

（-14）

（+４）

（-15）

（括弧内は先月との比較）

令和６年 12月１日現在

戸
籍
の
窓

※令和 2年国勢調査に基づく推計

　人口です。

島
　
　
涼
太
＝
　
亀
津

加
島
玲
緒
奈
＝
　
亀
津

新春

藤
田
　
幸
樹
＝
　
亀
徳

森
　
　
美
里
＝
　
伊
仙
町
喜
念

政
　
　
大
貴
＝
　
山
　

柚
木
　
花
音
＝
　
亀
津

果物が大好きで、自分で様々な農作物を育てている
向井さん。タンカンや花良治みかん、レモンなどのほか、昨
年は初めて栗の実を収穫し、とても美味しく実ったのだそう。
次はアテモヤの栽培に挑戦したいと話してくれました。元気
の秘訣は朝のラジオ体操やグランドゴルフなどで足腰を元気
に保つこと。地域サロンや集落の月例会にも毎回参加して交
流を楽しみ、積極的に地域活動に参加されています。意欲的
に新しいことに取り組む姿勢がとても魅力的な向井さん。こ
れからもお元気で充実した日々をお過ごしください。

わっきゃまちの

きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

向井 助志 さん
池間（96 歳）

有
料
広
告

介護福祉課　☎ 0997-82-1115問


